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地禦 蒜 芸孟宗欝 ろば 歯
う
｣
と
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う
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ー
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で
Z

か
わ

多
く

の
人
で
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い
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し
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.
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オ
ケ

フ
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タ
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N
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it
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で
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書
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兼
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し
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.
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と
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え
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｣
と
い
う
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り
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た
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議
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叔
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で
学
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だ
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毛
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す
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と
し
て
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t
さ
れ
て
い
ま
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.
こ
れ
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､
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り
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く
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中
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菅
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.
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Ⅱ
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作
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上
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.
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.
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みんなでつくったここのえ汁､rBいしかった!｣ 亡 貞
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ぶ
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に
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な
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.
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E]本人のJE生活巳欠かせないあ米｡米粉と臥 そa)名のとあ

りあ米を粉末E:した主材です.a)米の新 しい且べ方と してlg広
<利用され､独自のもちもちとしと土盛ガ人気を呼U､ここ致

年急速E:脚光を浴びています｡

(DもつちリJ)いしい軒1点 l ②並々なメニューE利用可dEI

米粉で作Elnt/Tソ中書rL もっ jW といえ血 】Z手の戯 作L t

いしさです｡ -メソまで､現在Elbなり店広く牡

われるようEなりました.批 ちE

⑳油を吸いEく<､延力Dリー! ④A科白片平アップの切り札 l

油の吸収率EL小生扮=50%SS､ 例えば､El産米也/1ンを1人d1

畑 -30%iSと､米粉のLZつd油 カ月E3tヨ古べ古と､丘科白鮮 d
を吸収しEくくヘルil-といえま 196アップす5という拭戸もありま

す.例えば､てん854)衣E兼ねを す.つまり.1且同仁1昏EZ産畑

使うと､いつもよりさつrJリLと味 バン毛虫ペるErJTL.＼い0)です.

Eなり,泊めてか5もワクワク戚d

t ~~~ 串 丁:-;
⑨料理をあいしく､カツタン巳作れ5 [

醜 壷通 過 緬 盛 盛 威 威 厳 盛 盛 ぬ 由



米粉料理コ.J手スト
細入Ej:平成24年1月30Ej(局)ll:00-12:00一
事査日: 同Ej 12:30-

漫 所 :E]田市中央公民* 乗2会議室
(出展者準備室 ,調理室)

E ■ ■ 莞 諾 監 芸㌔ ;害霊 以船 人

臣∃ -互 .主●



平成 23年脚 暮

おおいた安心住まい
改修支援事業

九)町では､高幹者の暮らしの安全qE保や手書て世帯の住桝 の

向上をBlるため､九1町内の高l春着世帯.子fて世帯が行 う持ち套

住宅の歌書工+書に71助する下l己の3つの事事を始めます｡

hm tlgElII - ･- ･LH ｢

●世 帯 栗 拝 せ7FLl全L3の的中の収入榊 が500万円未済で65弧 上の7F鈴者がいる世帯

+住 宅 吏 作 持ち手 (マンションを含む｡jtLf住宅は除く.)

●浦肋対良工JV 7BR讃用の鵬 のJe鼓及び内Ji改姓､バリアフリー改dE工都等(30万rll兼浦の工事は11A外)

●7一助 金 at 7d助対i工事Jtc)15% (殿虎頼30万円)



+各こともbrの4･SJtRは合何保育となります.
*受付･Ⅳし伽 せtよ基本的に月PrE]から金IElまでのT

I)としますが､僅育Blは土II日の受付t.可*です.但

し.EMi日.祝事Elの受付蛙でき3･せJh

考をTfった上で.粛L希皇

入所を椅tいただくせ合が

大分
｢おおいた戴胃のE3JIに伴う捜幕公開

ち.

つています.

して弟ウます.

FJt,1H}せ先 大分■正玖ヰ■■書■苧牡 ℡72-1148



EZ)んばには他の耳鏡とのつながりも大切

少の一時(カエルEと
トンJT;Etとってのt7コ

L訂j<リEニ取り勉め.さらEt<さ

んの生きものを青むEEんETをつくリ

tいと屠っています.



『塵周用国防『世辞富者詔夢-』菅野
エイズ (NDS)とは ｢後天性免疫不全症候群｣の略
称で感染すると徐々に休の免疫機能tT破壊され､様々
な病気を引き起こす､誰Eでも正己こリう5病気です｡
現在は感染しても早期E治JIL続rJればこれまで通り

a)生岩を続けることガ出来ます工r､できることを王ら感

染を予防し､もし感染したときEl早期治丑E:つなrlと

いものです｡

エイコを弓1さ起こすのは､卜lVt呼ばれ5ウイルスで
す｡

LWa)感染ルートは(》性的捜触 ②血液ヒよる感染
⑨母子感染の 3種類ttrJです｡その3つE:気をつけま

す感染を防ぎましよっPまt感染の可出主任のある方は床

健所E相鼓し検査をしてみまLELう｡
【西部保健所】 T臥0973-23-3133

AくqUlred(gt天性)
lnrTunO(免疫)

旦efkkn⊂y(不全)
Syndrome(症魚群)
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え且つ.I r事¢■み万J qH抄 -1n
■もし､他市の王から又t生物M､事t岩

■αlFh ' (オン･リ~ヂイソの というZl名のアン 平和tZA■. 不当の女性のJ)しゃれとEZ事を司ねこと
ドレ･ウルTスといつ人のSA■と見Z:ことuあります.ェ E=壱5clつE思う.● r事m いのビタミン弔1 (fF771月
名ガ示すJリ全書とZfr本tZld1人1倒 し いろんなEnI)
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411月の担当グJ/-7El｢チームモらまめ<FLIJのゐなきんです.
12月EL｢dbトマト｣EDhなiSんです.とつぞ､耕 しji=L

■書出す脚 h=ぬる紺 … その他
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平成23年度
jt渡立地地域対策交付金事業 -有毒良品 こ三品 ､

へ向かうIr逮 (鼻水ク

野

.

i

☆大分県毎時書見
☆県立事機及び市町村立事機
Fi時事稚鼻及び非常勤祐鼻

応各書式等蛙､12月5R (月)から大分JR及び大

分脚 杏月余のホームページに#接し､県庁人fT

や妹の各抑 書でもだ布します.

碁JLm 平JR23年12月12日 (月)-∫

平成24年1月10E](火)
出 版 円 半成21年1月29日 (円)予定

閃し､含t)せ

大分県人事軒 t■097-5CN5-23日

大分瓜故書庁赦書人事1 t■097 SC6 5J139

ホ-ムページは ｢大分県｣ ｢大分特赦#賓月余｣
で赫 してください.

且 _芸 .s i;_I



心 の 点 を 考 え る地 域 学 y 会

自 ■ 12月2日 (金)ll 00q会
I 析 くすメルサンホール (樹 q･11)
内 ● 書棚 祉士によるkJ
対■■ 心の脚 んでいる土書､雌 の方及び地従の
方々

fLdt 鵬 (8fJ中洞 )
I,いeわせ先 玖茸むつみ会℡72-6306

L■-B■ J t 公 ■ J14 4 ■
ll■■q 63)｣■tr4L.ll＼
事 的 加 平E]に■甘t広重付します.

(予約t旨■号 0973-24-6751)
下閉 所E3が定■にlLた中音,できる取り平E]にも
榊 rF､棚 止に応LITいます.
相十日 脚 ｣EjFrE))

平成21年12月1BE] 平JC24年l月15E]
I hT日田公捌

(市役所肋交差点角 許2光ビル2F)
- qJ JJハuざ ■■■JLkl+.'lLIJTt.三

P Jl■L'l■ElI I.T ▲m l Jt■
IJttTt.Aと.ミ■3ご

耶 rq 9 00-17 qO(l榔 50*)

並 回 帝 劇 労t 格 技

qJr■■ ～NtEJ可 ･千m下書

労■にIqする機 を#Zlj:､tt食保炭労烏士､行政1
■lのtAQお受けしきす.
EIIe 11月29日 (火)13 15～16 15
1 ポ 大分文化鯛 (大分市福書町)
対 ■ 中小企I書の労■書及び色相書
書■内書 労tN脚 にhすること
鵬 湖 またLitEによる相談

廿097151213【l10
qい合bt 大分1労政 脚 Alセンター

フリ-ダイヤル O120-0】l-540
沃帯からIi O97-532-父叫0へ

gil系大学 ･gal即 】学校へa)造指相は会

～fjlへのi ･書aFの仕事措介～

E) ■ 12月21El(土)10 00-12 ∞
■ II tytlJuJi■1PJt

(メこうI市JLJt31叫)
対 ■ 中 ^攻隻､rl良の方々
内 ■ Q)tilの仕事招介 (m )を行い モの観 ず

棚 介があります.
②各学校担当弓によ-JA別の用談対応を行います.

Rいeわ甘先 dJgl法人 大分N il協会内大畑 ナー
スセンター (水村)
t【泊7-57417136

大 事 生 + 向 け大 分 yt内 企 * に よ る

合 同 企 1 悦 明毒lnI京
E) L!平成24年1月7E](土)ll00-1630
JA ポ 塀 色麻フォーラム ホーILO7
対 ■ 平成ユ5年3月革X千ZEの大gL隻I (二大事1.2
年聖書の書hlt,可)

Fq t 大分Jt内企1書加の含Fm 納 会をti(事Fk
TM Lfす.

I t t}■

nい全bせ 大分■iBエ分●棚 人材TFW
℡097-5(冶13ユ43

借金間JEでお困りの方へ

多重 dt務 者 無 料 格 頭 金 を BE)催 します
INIE3- 平du3年11月9E3(金)13 ∝ト16 CO
W 九t町支:化センター拙 韮 (2Rf)
内 書 弁事士､『鼓■士が事Jr竹馬にMする榊

出を市います (杓30分).また､■00に市町
村■Jl書LCよる内容脚 のための面yibEあり
きす (Iり30分).なお､事例に申込みが細
です.

lIL辺■み先 九m I耗エt光J ℡7613150
1P :LJIP■リ･4T 書Jh:I"丈■■ヰ
切りとします (丘▲15も)



多く500)情報珍
｢不掛 こついての個 別相す会｣事加書JFJE

大分R不妊+rW センタ-では 書rW 並Å (助丘
師)による不妊症や､不妊ラ白簾にMする■別相計食を実
ZLL要す.ラb■中の亡夫書やご相 ､指事書JF*中のカッ
プルの方など.1細 分軸 の申 J栂鼓です.事加わSE
の方は事前にご予的くだ古L,ヽ
E] 時 11月30E](求)ll 00-16 00
1 M t}ILaJ甘t'I
■加書 か科
申込み ■い合わせ 大分■丙革儒書所桝 保槻

℡0973一23一3133
(受付 平日9∝ト･17 00)

そのtB大分井不妊中門桝 センター rホープフル｣I.
ごJtください.
ホームページアドレス

httpJJw JYdJ)tI-u叫 P410FだIul

和 神 保 催 福 祉 和 漢 (こ こ ろの 相 談 )

8 時 平成23年12月8E]
(毎月x2大■E)14 ∝ト･】

I帯 大分■玖棚 倉庁古
内 書 軌 垂やうつ希書におqiみの方やご暮歳事に対
する専rlEや億t肺による格栽 ltf)にt出で
予的脚 です)

モの他 楓 土木科でTd､dE]grZlにiE棚 繊
細 に7･杓が必T

IIい合わせ先 大分Jt西… 前 側 保科
8【ゆ7312313131FaxO973123-1136

林 業 退 地 金 共 済 制度 (林 退 共 )か らの

あ 知 らせ です

林礼の仕+をしていたことがあり9･せんか?棚 穴■J
Jiに加入していたが_漣t金をEだ受け屯っていない方
を穎しています.Jよ折､雌 の仕事をしていたが､ご白
身が林辻井へ加入していたか分からない方についてもお
古ぺいたします.
また､t災された共講奥榊 及び牧夫読者の皆tkに対
し､各■手St(耗前半… 失､iBt垂の1双書)の必
着が生じた1台は､できうる限りの佃 において琵やか
に対応したいと考えておリ東すので.t書リの支飾又は
大串へおrFIい合わせ.ご相F■くださいますようお■いい
たします.
y書事しくIiホ-ムベ-ブでt,ごJi内しております.
http:J～ JTn13rkyotalsycbunJPJp/
IIい合わせ先 独立行馴 労書跡 金発議ttHL

AlA■▲4iL■■JLg
廿01-～400143加

L葦 星完熟 は鳩 闇 10.202qji誤

無 料 活 け 頼 政 会

棚 だ古己の名■等に関するご棚 はもちろん､多1
切帯rq七やJErB法トラブル8のtL々 細 事にdqするご
用淡にも対応しています.お加 にご事J用ください.
日 AI ll月8日 (禾)10 00～15 仙
8 1 九1町糾 ユOl金iLt
その血 f白粥 紳 珊 不某 (但し予桝 触り
主 1 大分t81法■土毒f年の会
NL､合わせ先 大分K¶法+土合1年の会
九1町Jt粥･相鼓余事高月 (現当 大方)℡77-6282

平成 23年A判 *がい枚書格横 (3回相損)
I Y ZRXにl■qいのある幼児児■生徒及Uその他

書書に対して､附 いの状1及tfW 用肝､特
性書に応L=た枚書の在り方やFEdt等Lこついての
立切8:肋 を行いぎす.

b 日 12月9E](仝)lQ 30-15 00
虫 I E)日脚 軌 会(市研 aJt E)Em 書庁庁書)
E3EZ]TF東泉1-1-1℡097ト23-3111

相tの対■暮 拙 *がし､のある幼児児▲生徒およびそ
の儲 書または…

■1の内書 榔 いのある地児児▲生徒の紬 で
の鼓し方.倶書､准育.匡drにHすること書

IqYのIEl当f 大分■玉音糊 書支1捗 (大分市会池
FT3-1-75trO97-532-2638)

初)のIII込方法 0用載希Z書は､｢桝 *がし､推書相
計E■｣は曲事+gtをE人のJ:､各市町
村赦す轟胎 へ申し込んでください.

人 事tな ん で も相 談 所 の BEl設 (12月 )

El I 平成23年1ユ月BE](木)l恥 15時
I 井 九抑 iJI30二〉会ZL皇
内 ■ 近内rEIJL 格やt､thL金ttJ*Ztfk その他
の活写事及び人NL4書rFIJt等の相誹に応じます.
お加 に亡kl鼓ください.

Iqい書bせ先 メこ分他方諸 点E)E日立烏脚
書0973122-2719FAXO973-22127】8

l翌 日 害R:A…汝…;(… ,



干 ∴ .慣 熟 li 車

JL美収支丁十■説明会について

.しの,tか.汁
10月1日-1(IJI*日JEtL3分

l人口と世事
人E) 1q703人 1-ll)
JI SJn8人 (- 7)
* S即7人 (- 4)

サ7I aP98 (- 7)
( )rlTIJとのI兼



讐i1.,だS.A_捌 シコ_¢ 榊 任l - 至,i.r説 l;,
◆七のJLh身■る *B好*丘tlラオケ仙WのVい-Z. 店)tIt営柵 住宅】Z戸 九1巾大事もZZll195-I◆やのJtれをBも in

チ.ぜひと耗qrください.
13 時 】2月LIE7(Er)

l巧い合わせ先 九grTiLW 見EVらしのie書761:娼20
2淋 203q基 2DK

チ二 十一T.⊃11て~･ほ :_㍉ 立 こ∴ 言 ∴̀ .人q九料I
lj Fe ]2月L8EH En l3 30d甘 く13 00IIJ+) じわ^trr役J8Bm までE丑格そお■いします･瓜片が1魚

向い合わせ先 ℡Og0-5023-1394(シケタ)

★23回ここのえスコヤカスポーツ大会
メ:負M日 12月JLE](El)

拙 暮日 ■己伝(V新未定) ゲートa'-〟(多U的ひろ

Lf)ミニバLr が-〟(文化センター体tl力)

弾力につきましては 九よIJ故肯葬A会社会教書■

(I 76-3823)までおFqい合わせください.

!畢準急 帖 手伽 申込に,い,
平成21年Jn r大分県民珊 力甥打Ifhます.
f‡改Eごとに注文を収りまとJb生すので ♯入それる

^Li区点までと辻軌くだ言い.

(臼■文●にて注文鼓を添付してあります,氏名 帥

込fiBhをとtE入ください.)
定 年 大型60)円 小型50)円
申蛸切12月2即金)
rqい書bせ先 JLJL町役q 鮒 ■七ZI

El什企ifグループ 書76-31307

申 12月呈.o呂諾三諾 ;

q■とIlA t■10■-tt▲ltLIlIH t-
▲れ8いタイ▲

悪 ｢火災地 したら｣虚
火炎が発生したときは.次のgFにRJLそして1(れしよしよ
ラ.
fぴかけ･ilk
火災を発見しf:ら､雑 や3丘所の良民に火災が冗生した

Jrを伝え.lJBをAIし､少しIlも早く】LgさにiL≠して
ください,jL一lでは､火事である■､正FLな住所 近く
の巨廿になるもの.何かJBえているか.名hTt荊舌骨

をあわてすハyキl)と伝えてください.

■!■lTt

早い段Z8で発見できれば 火災を大きくしないためL=

も.初期柄火が大切になってきます.どこが払えている

かを6(かわ､あわてすにi▼火にあたってください.しか

し､火卵が広がったら ¥JW のiT火E 水バケツ､水



Lt-もの温か削こ触 IT
10月1二2日､兼Ji田中学校の3年生27名が､tt赦育SI･

妊… ､旭 児とのふれ為し棚 を行いました.

性牧書棚では妊簸中の母休の変†L /i-トナーのサポート
の重要性について学び.妊… では､壬しの入った妊汁体
肋 を全Jtが書用し､妊娠8カ月頃の妊姉さんの靴 ♯上を
しました.iIになった状滋から起き上がろうとするときや､

l書度を井I)■lJするときの大変さには昔､｢工たいl｣とt
いていました.

その色の,L幼児20人とのふれあいタイムで吐､jt初はど

う捷すればよいかわからずとまどいを見せる中学生もいまし

たが､こともたちの栃 気な実力にすぐに明るい裏付とな

IJ､おもちゃで誕んだリひざの上にきらせてみたI)と､甘且

い思いの方法てこどもたちと#れ合っていました.

中学生の段階で乳幼児と直凄ふれあうことで､∈どもを書

てるという卓を央盛として考えたIJ､異句三も女性も子書てに
関わることの大切音について考える良い■会となったのでは

ないでしょうか.


